
10年寝たっきりの生活の後、5年間の

リハビリ生活に入り、血のにじむよう

な訓練療育のかいあって車椅子での生

活が可能となりました。そのころに浅

田さんを看られていたリハビリの先生

の話を紹介します。 

入院されてきた当時は体位の移動がで

きず、両下肢の麻痺がひどい状態でし

たが、彼一流の頑張りと、前後9回に亘

る手術の結果、何とか車椅子の生活を

自分のものにし、機能回復訓練課に移

られた後も排尿と闘いながら、まさか

と思った自動車訓練にチャレンジし、

免許を取得したと晴れ晴れとした笑顔

で報告に来られました。この間5年が経

過したわけですが、私にとってとても

さわやかな感じがしましたことは、現

在も続いている頸髄損傷を持つ患者さ

んに立派な手本として、希望とチャレ

ンジ精神を植え付けたことです。今回

俳句集をだされた彼の能力は、私のよ

うな無粋な人間にとって驚きであり、

隠された素晴らしい能力をみる思いが

しております。（句集 忍冬より） 

この一年が皆様にとって希望にを持っ

て歩む一年となりますように。 

苦難は忍耐を、忍耐は錬達を、錬達は

希望を生むということを。 

ローマの信徒への手紙5章3-4節 

新年、明けまして 

         おめでとうございます。 

 
  皆様、新しい年の年頭に何を思い描

いておられるでしょうか。「継続は力な
り」といいますが、今月は毎月欠かさず
姫路YMCAに素晴らしい作品を贈ってい
ただいている浅田せいあさんを紹介させ
ていただきます。浅田さんは私の幼稚園
以来の友人で小さいころより故郷の野山
を駆け回って遊びました。中学3年時、
学校から手柄山のプール（当時はプール
は少数しかありませんでした）に行っ
て、飛び込んだ際に、水面の衝撃により
頚椎損傷を負い、以後自宅で寝たっきり
の生活を強いられました。色が黒く、元
気に暴れまわっていた浅田君ですが、
ベッドに横たわりだんだん憔悴していく
様を見ると、とてもつらい気持ちにな
り、正直見舞いに行くのも気が引けるよ
うな時期もありました。しかし、寝返り
もままならないベッドに横たわる生活を
強いられながらも、思考は自然や人の生
き方に広がり、詩を書いてはラジオに投
稿されていました。そのころに浅田さん
の感性が磨かれたと思います。番組で取
り上げられたなどの話を聞くと私自身も
うれしく感じました。 

 

目つむれば 若き日のあり こどもの日 

     見舞い来し 友が残せし  水中花 

.2014年1月1日(毎月5日発行)YMCAニュース(月刊YMCA付録)                                                      昭和22年10月27日第3種郵便物認可 定価30円   

 

1・2月の予定 
1月  6日(月) 仕事始め 

1月  9日(木) 姫路Gワイズ事務会  

1月10日(金) YYサロン  姫路ワイズ例会 

1月11日(土) 1日スキー・スノーキッズ① 

1月12日(日) 森の幼稚園（生サポ） 

1月17日(金) YYサロン 

1月18日(土) 1日スキー・スノーキッズ② 

       姫路Gワイズ例会 

1月22日(水)   姫路ワイズ役員会 

1月24日(金) YYサロン 

1月25日(土) 森の幼稚園（生サポ） 

1月26日(日) 野外定例1月活動 万場スキー場 

2月  1日(土)～2日(日)ハチ高原チャレンジスキー 

2月  6日(木) 姫路Gワイズ事務会  

2月  7日(金) YYサロン  姫路ワイズ例会 

2月  8日(土) 1日スキー・スノーキッズ② 

2月  ９日(日) 森の幼稚園（生サポ） 

2月11日(火) ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ瀬戸山陰部会 

       浅田せいあさんゲストスピーチ 

2月13日(水)～14日（金）全国YMCA総主事会議 

2月15日(土) 姫路Gワイズ ホームレス炊き出し 

2月15日(土)～16日（日）グローバル教育研修会 

2月16日(日) 野外定例2月活動  

2月19日(水)   姫路ワイズ役員会 

2月２2日(金) YYサロン 

2月22日(土) 森の幼稚園（生サポ） 

2月26日(日) 野外定例1月活動  
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アドベンチャースキーを体験して 

 

姫路YMCA 一回生 三村菜仁（ムーミン） 

 

私は今回初めて、アドベンチャースキーキャンプに参加

しました。うまく滑れるかな、子ども達のリーダーがちゃんとできるかな

という不安と、雪は積もっているかな、子どもはどんな子たちなんだろ

う、というワクワクの気持ちでいっぱいでした。 

でも、いざキャンプが始まり子どもたちの溢れる笑顔を見ていると、そ

んな不安もなくなりました。ただただ、子どもたちと一緒にキャンプを楽

しんでいる自分がいました。キャンプの最終日になると初日とは比べ物に

ならないくらい子どもたちが私にしゃべりかけてくれました。 

この瞬間が、私にとって嬉しく、一番強く心に残りました。子どもたち

のキラキラした笑顔があったからこそ、私は楽しめたのだと思います。 

このようなステキな時間を過ごせたアドベンチャースキーキャンプ、 

来年も参加したいという気持ちでいっぱいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       文字・文 浅田せいあさん作 

  「夢の守人」 

人集い 風が集いて 

喜びて 花咲きそろう 

春まさに 一生一花 

夢のごと 過ぎてしまえば ただの人 

夢の守り人 さいわいに 

今日の無事 朝
あした

の元気を 喜ばん 

いま 正直であるならば 

 
浅田せいあさんは2月11日（祝）に行われ

るワイズメンズクラブ瀬戸山陰部第2回評議会

後に行われますメネットアワーアート展の講

師としてお話しされます。 

http://www/himeji-ymca.org


 

 

 
12/1（日） 冬季プログラム開会礼拝 

年末より始まる、冬季プログラムに向けて、太子教育キャンプ

場で冬季開会礼拝が行われました。 

ユースリーダーとスタッフが心を一つにしてよりよいプログラ

ムにするためにプログラムにこめられた願いを考える時間が与え

られました。 

12/13-16 神戸合同スキーリーダートレーニング 
毎年、この時期に行われる冬季プログラムに向けてのスキー技

術の向上などを目的とした信州白樺へのスキーリーダートレーニ

ングが今年も開催されました。 

一年に一度の神戸YMCAと合同のトレーニングに姫路YMCAの

リーダーもよい刺激を受けながらのトレーニングとなりました。 

今年は雪がなかなか降らず、ギリギリまで不安な日々が続きま

したが、当日には満足に滑れる雪が降り、ひと足早くスキーを楽

しむことができました。 

参加したリーダーは、年末のプログラムに向けて、気持ちを高

めました。 

 

12/21 野外活動クラブ 

１２月の野外活動クラブは、クリスマス会行いました。 

午前中は、キャンプ場のいたるところに隠されたケーキ食材を

グループで協力して探し、リースを作り、寒さも忘れてキャンプ

場を走りまわりました。 
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午後かからは。集めた材料を使っ

てグループそれぞれのクリスマス

ケーキを作りました。 

その後はクリスマスにちなんだお

話をしたり、クリスマスソングを

歌い、ゲームをしたりと大いに盛

りがったパーティとなりました。 

 

12/27-29 アドベンチャースキーキャンプ 

毎年恒例、年末の２泊三日のスキーキャンプが今年も行わ

れました。 今年は参加メンバー

も満員で行うことができ、大人数

でのプログラムとなりました。 

初 日 は か な り の 豪 雪 で、メ ン

バーは滑るのに苦労しながらも久

しぶりの雪を楽しみました。 

二日目には、初心者のメンバー

も初めてのリフトに乗り、「上手

くなった！」と自信満々でした。 

キャンプになれてきた子ども達は元気一杯です。 

三日目は、これまでの天気が嘘のような雲ひとつない快晴

でした。「やった！晴れた！」とリーダーも子ども達も大喜

びです。初日に比べて、子ども達は自信にあふれた笑顔でス

キーを楽しみ、リーダーに「また来年会おうね！」と約束し

てそれぞれの帰路につきました。 

 1２ 月 の 活 動 報 告 

前姫路YMCA総主事 上松裕明さんご逝去 

 姫路YMCA前総主事の上松裕明さんが2013年12月20日 

午前0時33分（享年62歳）天に召されましたことを謹んで

報告します。上松さんは60歳を過ぎるまでは病気ひとつし

たことのない健康に恵まれた方でしたが、一昨年血液性ガ

ンを発症され、闘病生活を続けておられました。 

2004年4月～2007年3月の3年間姫路YMCA総主事として

就任され、チャイルドケアーセンター園長、高等学院・日

本語学校の校長として尽力いただきました。人との交わ

り、自然とキャンプ、それに読書がとても好きな方でし

た。ひげを生やしイエス・キリストを思わせるような風

貌、人なつっこい笑顔、「なにしとん？」と大きな声でみ

んなの輪の中に加わり、園児や生徒たちから慕われていま

した。 

今も「じゃー、一足先に行って待っとくでー！」と笑顔

で語りかける様子が目に浮かんできそうです。 

上松裕明さん天国でゆっくりお休みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上松 裕明さんのクリスマスカードより 

  
      

 
       

           東日本大震災、フィリピン台風災害、災害や飢餓で支援を必要とする 

           人々の為に11月より行ってきました募金が1月末で締め切りとなります。 

           ご協力いただける方は下記にお振り込みいただけましたら幸いです。  

           ご協力頂きました募金は日本ＹＭＣＡ同盟を通して 支援を必要として 

           いる方々の為に使用されます。   

 

      振込先は       郵便振替 00980-8-195345  

                                  NPO法人姫路YMCA    です。 

              

                 是非皆様のご協力お願いします。 

http://www.himeji-ymca.org/

